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平成３１年度より 退職の際申請する 任意継続被保険者の　

標準報酬月額（保険料や保険給付等の基礎）の上限が
28万円（報酬月額29万円未満）から
       ３０万円（報酬月額31万円未満）に 変更になります！

【ご参考】協会けんぽの任意継続被保険者の標準報酬月額は 健康保険法により 

下記のいずれか低い額が 基準になります

① 資格を喪失した時の標準報酬月額   
② 前年の９月３０日時点における全ての協会けんぽの被保険者の標準報酬
月額の平均額
  　　(平成30年9月30日時点の平均額は291,181円（標準報酬月額30万円）



　　　　
【ご参考】最低賃金の対象となる賃金は、通常の労働時間に対する賃金です。
実際に支払われる賃金から、以下の賃金を除外したものが最低賃金の
対象となります。

（1）臨時に支払われる賃金
（2）1ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金
（3）所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金

（4）所定労働日以外の日の労働に対して支払われる賃金

（5）精皆勤手当、通勤手当および家族手当

　　　　　



ご案内・・・年金相談日(無料)





日　時　①　2月12日（火）


②　3月12日（火）


③　4月　9日（火）


13 時30 分～15 時30 分


◎老齢･障害･遺族など年金について





対 象　事業主・役員様、従業員様





平成３１年２月１日発行





平成２６年１２月１日発行





社会保険労務士法人 作 道 事 務 所 





労働保険事務組合　栃木労務管理協会





TEL 0285-23-6172  FAX 0285-23-7279


Home-page  http://www.sabg.co.jp


E-mail  � HYPERLINK "mailto:slm_info@sabg.co.jp" ��slm_info@sabg.co.jp�











年度末：労働保険料申告の時期が近づきました！


平成30年度の給料台帳・源泉税納付書(写)等、労働保険料算定に必要


な資料（下記参照）をお預かりしますので、よろしくお願いします。





✰　賃金台帳





パートやアルバイトなど経理上雑給扱いの人も社員同様に労災保険で


補償されますので、給与支払台帳等関係資料を同時にご用意ください。





✰　建設業の会社は、元請工事の全てを書き出していただくか 又は 


元請工事の内容が分かる工事台帳等をお預かり致します。





【ご注意】　労働局の指導調査で、申告モレ等がある場合、さかのぼって労働


保険料を徴収されます。特に、公共工事の申告漏れにご注意願います。


対象工事�
○ 29年度末で未終了のため､30年度に繰り越した工事


○ 30年4月より　31年3月までに着工した工事�
�
工事の内容�
工事名・工事の場所・工事期間


発注者・請負金額（消費税抜）�
�






ご準備　お願い


致します














詳しくは


当事務所へ


ご照会願います








詳細は別紙をご参照ください











栃木県の産業別最低賃金が改正されました！





平成30年10月1日より地域別最低賃金が 時給826円


特定最低賃金が適用されないすべての労働者に適用





平成３０年１２月３１日より　特定最低賃金が


　　　　　　　産業、業種別に　時給850円～943円








不明な点は　当事務所へお問い合わせ願います























平成31年度の年金額が改定されます


年金額が 昨年度から０.１％プラス改定


「平成30年平均の全国消費者物価指数」（生鮮食料品を含む総合指数）を　　　　踏まえて 平成31年度の年金額が法律の規定により改定されます


〇 平成３１年度の新規裁定者（６７歳以下）の年金額の例


区　　　　　分�
平成３０年度（月額）�
平成３１年度（月額）�
�
国民年金


老齢基礎年金(満額)：1人分満額�
64,941円�
65,008円


（＋６７円）�
�
厚生年金


夫婦2人分の老齢基礎年金を　　含む標準的な年金額�
221,277円�
221,504円


（＋２２７円）�
�



【注記】厚生年金の金額は、夫が平均的な収入で40年間働き、妻が専業主婦で


あった世帯が年金を受け取り始める際の2人分を合わせた金額です。














